
令和元年９月１０日（火）

山口県環境生活部

審議監 德重克彦

「山口県における瀬戸内海の再生の取組」
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１． 瀬戸内海の環境保全に関する

山口県計画について
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【関係市町（１２市５町）】

下関市、宇部市、山口市、防府市、下松市、岩国市、光市、長門市、柳井市、美祢市、
周南市、山陽小野田市、周防大島町、和木町、上関町、田布施町、平生町

はじめに
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平成２８年山口県計画変更の経緯

国の基本計画が全面的に見直しされ、その基本目標として、
瀬戸内海の多面的価値・機能が最大限に発揮された

『豊かな瀬戸内海』の考え方が導入

国基本計画の変更等を受け、平成28年に瀬戸内海沿岸の13府
県が一斉に府県計画を変更

【山口県計画の変更までの経緯】
平成２８年 ４月 パブリック・コメント
平成２８年 ８月 環境省法定協議会
平成２８年 １０月 山口県計画変更・公表
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第１ 計画策定の趣旨等

１ 計画策定の趣旨

２ 計画の性格

３ 計画の範囲

４ 計画の期間（～平成37年）

第２ 現状と課題

１ 現状

２ 課題

第３ 計画の目標

１ 沿岸域の環境の保全、再生及び創出に関する目標

２ 水質の保全及び管理に関する目標

３ 自然景観及び文化的景観の保全に関する目標

４ 水産資源の持続的な利用の確保に関する目標

第４ 目標達成のために講じる施策

１ 沿岸域の環境の保全、再生及び創出

２ 水質の保全及び管理

３ 自然景観及び文化的景観の保全

４ 水産資源の持続的な利用の確保

５ 廃棄物の処理施設の整備及び処分地の確保

６ 健全な水循環・物質循環機能の維持・回復

７ 島しょ部の環境の保全

８ 基盤的な施策

第５ 施策の実施上必要な事項

１ 施策の積極的な推進

２ 施策の実施状況及びその効果の把握・点検

３ 計画推進のための関係機関との連携

山口県計画の骨子

※下線部は、国基本計画
に基づき 追加した項目

6



現状

・ 汚濁負荷量削減等により水質が改善
・ 赤潮発生件数が減少
・ 干潟の状態が変化
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椹野川河口干潟の状況の変化※２
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山口県計画の骨子 ～現状と課題～



課題

・ 閉鎖性海域の水質改善・維持
・ 底泥や海底ごみの堆積
・ 海水温上昇等により生態系が変化
・ 漁獲量は減少
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出典 ※３：山口県農林水産統計年報

※４：和西昭仁、山口県秋穂湾における水温の長期変動と気温の関係、
Bull.YamaguchiPref.Fish.Res.Ctr.6,11-18(2008) 8

山口県計画の骨子 ～現状と課題～



１ 沿岸域の環境の保全、再生及び創出新

□ 沿岸域における藻場・干潟・砂浜・塩性湿地等の保全等

・ 森・里・川・海の一体的再生（椹野川・干潟再生）
・ アマモ場回復の取組み（柳井市伊保庄、宇部市西岐波等）
・ カブトガニの生息環境の調査研究、保全

□ 自然海浜の保全等

・ 自然海浜保全地区の指定・保全、親水護岸・養浜等の整備

□ 底質改善対策

・ 椹野川河口干潟の耕耘による底質環境改善の取組

□ 環境配慮型構造物の採用

・ 魚道の改良、生物共生型港湾構造物の整備

《主な施策項目・取組》

繁茂するアマモ（柳井市）

ｶﾌﾞﾄｶﾞﾆの生息（山口湾）

干潟の耕耘（椹野川河口干潟）

山口県計画の骨子 ～目標達成のために講じる施策～
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２ 水質の保全及び管理拡

□ 水質総量削減計画等の実施

・ 第８次総量削減計画の策定（汚濁負荷量の把握・管理）

□ 海水浴場の保全その他の措置
・ 海水浴場水質の情報提供、他海域から入る魚介類等の留意

《主な施策項目・取組》

拡 ３ 自然景観の保全及び文化的景観の保全

《主な施策項目・取組》

□ 自然公園等の保全

・ 瀬戸内海国立公園、海域公園（周防大島町地家室等海域）

□ 漂流・漂着・海底ごみ対策の推進
・ 虹ヶ浜等の海岸清掃、大津島等の海底ごみ清掃

□ エコツーリズム等の推進
・ ﾆﾎﾝｱﾜｻﾝｺﾞ群生地等の地域資源を活かしたｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ

海水浴場ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの開設

「海の花束」ﾆﾎﾝｱﾜｻﾝｺﾞ

海岸清掃（山口市美濃が浜）
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４ 水産資源の持続的な利用の確保新

□ 漁場環境の保全

・ 藻場・干潟の保全・再生
・ 資源管理と連携した漁場整備

□ 水産動植物の増殖の推進

・ ｷｼﾞﾊﾀ等の種苗生産・供給・放流の推進
・ ｱｻﾘ母貝団地の整備（東岐波等）
・ ﾅﾙﾄﾋﾞｴｲ等の食害生物対策

□ 水産資源の適切な管理

・ 漁獲制限等による資源管理
・ 遊漁者への資源管理の啓発

《主な施策項目・取組》

投石による藻場造成

ｷｼﾞﾊﾀ全長制限ﾎﾟｽﾀｰ

ｱｶﾓｸに群れる稚魚

（岩国市）

種苗（稚魚）の放流 ｱｻﾘ母貝団地（被覆網設置）

「遊漁のしおり」の配布
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５ 廃棄物の処理施設の整備及び処分地の確保拡

□ 処理施設の整備
・ ごみ焼却灰のセメント原料化システムの活用、施設の整備・更新

□ 災害廃棄物の適正処理
・ 災害廃棄物処理計画の策定、広域的な処理体制の整備の検討

《主な施策項目・取組》

６ 健全な水循環・物質循環機能の維持・回復

・ 森・里・川・海のつながりによる関係者間の連携等

７ 島しょ部の環境の保全

・ 環境の保全、瀬戸内海らしい多島美の景観等への配慮

８ 基盤的な施策

・ 水質等の監視測定、調査研究、広域的な連携、環境教育・環境学習の推進 等

ｾﾒﾝﾄ原料化（山口ｴｺﾃｯｸ）
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２． 施策の進捗について
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藻場・干潟・砂浜・塩性湿地等の保全等

①水循環の向上 ②生物多様性の向上 ③漁場環境の改善 ④親水性の向上

★ 里 海 … 人 が 適 度 な 働 き か け を 継 続 す る こ と で 、 自 然 か ら の あ ら ゆ る 恵 み を

持 続 的 に 享 受 で き る 場

● 平成16年8月に、自然再生推進法に基づき、

『椹野川河口域・干潟自然再生協議会』を設立

● 椹野川河口干潟等の自然再生の４つのキーワードを踏まえ、

『里海の再生』を目標として、産官学民の協働・連携による取組

が進められている

『里海』の再生
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里海再生の活動

✔ 生き物の生息環境の改善のため、人手で干潟を耕し、“うね”をつくる

✔ 現在は年に1回ボランティアの協力で実施（例年300人程度参加）

● 干潟耕耘

● アサリの再生活動等

✔ エイ・クロダイ・カニ等によるアサリの食害を防ぐため、被覆網を張って

アサリを育成。その他の二枚貝、線虫類などの生き物も増加

✔ 2018年度は過去最高の746kg。300人以上が潮干狩りを楽しんだ

● 協議会の開催

✔ 年度2回開催（2018年度：2回）

● カブトガニ生息調査

✔ 幼生調査（個体数、齢数）、産卵調査（つがい数）を毎年実施

✔ 生物多様性アクション大賞2017に入賞 （ 国 連 生 物 多 様 性 の 1 0 年 日 本 委 員 会 ）



エコツーリズム等の推進
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✔ 「人と自然が共生する環境に

やさしい県づくり」の一環とし

て、エコツーリズムの取組を推

進

✔ 地域で核となる人材が重要と

なることから、活動の基礎的な

知識の習得を目的としたエコ

ツーリズムガイド養成セミナー

を開始

✔ 2019年度は団体・個人など

を対象に計4回のセミナーを開

催予定（うち1回はフィールド

ワーク）
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緑地、史跡、名勝、天然記念物等の保全

✔ 山口県自然環境保全条例に基づき指定されている緑地環境保全地区

及び自然記念物について、自然環境の適切な保全を実施

● 緑地等の保全

● 史跡、名勝、天然記念物等の保全

✔ 文化財の景観・環境を保全するため、法又は条例に基づく規制を徹底

し、新たな指定を含めた保護対策を実施

H27末 H30末

特別天然記念物 3 4

史跡 42 43

名勝 10 10

天然記念物 40 44

史跡 31 31

名勝 5 5

天然記念物 52 53

史跡、名勝、天然記念物等の
国・県指定数に係る指標の推移

国指定

県指定



３． 課題解決に向けた今後の

必要な方策について

18



19

水質の保全及び管理

‣海域の化学的酸素要求量に係る環境基準達成率は 7割程度で横ばい

‣赤潮発生件数は年間10件程度で推移

⇒ 水質総量削減制度等の推進が必要

‣漁獲量の低下、養殖ノリの色落ち・生長不良等

⇒ 湾・灘ごと、季節ごとの状況に応じたきめ細やかな水質管理が必要

● 総量削減計画（第8次）の策定・推進

✔ 化学的酸素要求量に係る削減目標量 45→44（トン /日）

✔ 立入調査等による規制基準の遵守徹底

● 順応的な取組の推進

✔ 宇部市における『下水道処理場栄養塩緩和運転に係る協議会』

（2018年～）



● 環境省『地域循環共生圏構築事業』の実証地域に選定（ 2 0 1 6 ～ ）

目的：地域の活動が継続することで、地域の環境・経済・社会の各課題の

統合的解決の糸口を見つける。

労働力とお金をつぎ込む保全活動から、保全活動と経済活動が

循環する仕組みづくり

① 多様な主体が参加するプラットフォームづくり

→ より多様な主体との連携、関係団体等の連携強化

② 自立のための経済的仕組みづくり

→ 委員等の連携により、資源を活用した活動資金の獲得

③ 人材育成 ＋ 情報発信の拡大

→ 新たな担い手の発掘、ボランティアの組織化

成果が表れ、豊かな干潟の兆しがみえてきた一方で、新たな課題

‣活動資金の安定的な確保（単年度の助成金に頼った活動）

‣活動を担う人材の不足（高齢化）
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沿岸域の環境の保全、再生及び創出
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その他

● 海洋ごみ（漂流・漂着・海底ごみ）対策の推進

✔ 「山口県海岸漂着物対策推進地域計画（平成23年）」により、各主

体の連携・協働の下、回収・処理から発生抑制の取組を一体的に展開

✔ 海洋ごみの回収処理を行う市町等への支援や、親子を対象とした県内

離島での海岸清掃エコツアーなどを実施

海岸清掃エコツアー（柳井市平郡島）ビーチクリーナーによる回収（光市）




